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〈要旨〉　本研究では、学生が抱いている心理学に対するイメージの構造を明ら
かにし、専門講義の受講経験がイメージ変容に及ぼす影響について分析を行っ



























































　皇學館大学学部学生 198 名。内訳は１年生 119 名（男性 80 名、女性 39 名）、
２年生 56 名（男性 31 名、女性 25 名）、３年生 23 名（男性 15 名、女性８名）
であった。このうち１年生（平成 28 年度入学生。これ以降「初学者」と表記する）
に対しては、入学後初めて受講する心理学の授業である「心理学概論Ⅰ」の第
１回授業開始前に実施した（平成 28 年４月 12 日）。２・３年生に対しては「学
習心理学Ⅰ」または「臨床心理学Ⅰ」のいずれかの第１回授業開始前に実施し


































　回答に不備のあった 21 名を除いた 177 名のデータを分析対象とした。この
うち初学者の学生は 102 名（男性 67 名、女性 35 名）であり、コミュニケーショ
ン学科の学生の占有率は 43.14%（44 名）であった。非初学者の学生は 75 名
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積寄与率は 47.38％であり、21 項目すべての因子負荷量が .40 以上であった。
因子間相関は、第１因子と第２因子でr = － .08、第１因子と第３因子で r =.14、














項目内容 因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ
人付き合いに役立つ .84 -.05 .02
自分の悩みを解決することに役立つ .79 -.05 .07
他者の心を理解することに役立つ .79 -.01 -.05
自分が変わることに役立つ .76 -.08 -.02
他者の悩みを解決することに役立つ .70 -.06 -.03
たのしそう・おもしろそう .63 .11 -.20
自分の心を理解することに役立つ .60 -.05 -.04
癒やしを与えてくれる .53 .12 .23
将来の仕事に役立つ .46 -.02 -.13
カウンセリングを行う .45 .22 .08
優しそう .45 .14 .21
理系の学問である -.08 .65 .14
数学や統計学が必要とされる .04 .55 -.22
科学的である .01 .55 .02
実験を行う .22 .50 -.11
レポートや宿題がたくさんある -.19 .44 .11
アンケート調査を行う .14 .40 -.06
非科学的である -.04 .01 .62
うさんくさそう・あやしそう -.24 .07 .55
他者の行動をあやつることに役立つ .25 -.03 .51
占いやオカルトと関係がある .19 -.17 .46
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ ― -.08 .14
Ⅱ ― ― -.22








因子 項目内容 初学者 非初学者
役立ち
人付き合いに役立つ 4.15 3.84 *
自分の悩みを解決することに役立つ 3.79 3.63
他者の心を理解することに役立つ 4.26 3.97 *
自分が変わることに役立つ 3.88 3.65








理系の学問である 2.98 3.44 **
数学や統計学が必要とされる 3.43 4.15 ***
科学的である 3.31 3.67 **
実験を行う 3.49 4.37 ***
レポートや宿題がたくさんある 3.48 3.83 *
アンケート調査を行う 3.70 4.22 ***
似非科学
非科学的である 2.73 2.37 *
うさんくさそう・あやしそう 2.53 2.19 *
他者の行動をあやつることに役立つ 3.45 2.78 ***





文系の学問である 3.17 2.71 **
心理検査を行う 4.13 4.16
簡単そう 2.02 1.97
他者の嘘を見破ることに役立つ 3.70 2.93 ***
テレビや雑誌でよく見かける 3.50 3.56




































回答した 1 年生（本研究における初学者）は 44 名であり、平成 28 年度にコミュ
表３　平均評定値における性差およびｔ検定の結果
因子 項目内容 初学者 非初学者
男性 女性 男性 女性
役立ち
人付き合いに役立つ 4.13 4.17 3.65 4.10 *
自分の悩みを解決することに役立つ 3.81 3.77 3.52 3.77
他者の心を理解することに役立つ 4.22 4.31 3.81 4.19
自分が変わることに役立つ 3.88 3.89 3.58 3.74
他者の悩みを解決することに役立つ 4.24 4.03 3.82 4.00
たのしそう・おもしろそう 3.97 4.03 4.02 4.23
自分の心を理解することに役立つ 4.22 4.29 3.89 4.32 *
癒やしを与えてくれる 3.07 3.29 2.80 3.19
将来の仕事に役立つ 4.00 4.00 3.68 3.77
カウンセリングを行う 4.21 3.89 3.93 4.16
優しそう 2.81 2.97 2.75 2.77
実証科学
理系の学問である 2.94 3.06 3.39 3.52
数学や統計学が必要とされる 3.39 3.51 4.18 4.10
科学的である 3.31 3.31 3.66 3.68
実験を行う 3.45 3.57 4.32 4.45
レポートや宿題がたくさんある 3.48 3.49 3.98 3.61
アンケート調査を行う 3.72 3.66 4.16 4.29
似非科学
非科学的である 2.79 2.63 2.23 2.55
うさんくさそう・あやしそう 2.55 2.49 2.34 1.97
他者の行動をあやつることに役立つ 3.55 3.26 2.88 2.65
占いやオカルトと関係がある 3.09 3.11 2.25 2.48
つまらなそう・おもしろくなさそう 2.34 2.11 2.14 1.90
生物学や脳科学が必要とされる 3.72 3.57 3.86 4.00
大学での勉強に役立つ 3.73 3.80 3.57 3.87
むずかしそう 4.24 4.20 4.20 4.03
文系の学問である 3.15 3.20 2.77 2.61
心理検査を行う 4.19 4.00 4.09 4.26
簡単そう 2.00 2.06 1.84 2.16
他者の嘘を見破ることに役立つ 3.87 3.37 * 2.95 2.90
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２）　 質問４で使用した 30 項目の質問は表２に示した。
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A Study on the Introduction of a Psychology Curriculum 
into Undergraduate Education (2).
The Effects of Learning Experience on the Changing Images of Psychology.
Yasuaki HAGA, Kazuaki KAWASHIMA, Ikuyo MOCHIKI
Abstract
　This study aimed to reveal the structure of images that undergraduate 
students have for psychology, and to investigate how the images change 
through the learning experience or lectures. An exploratory factor 
analysis was carried out using data from 177 university students (102 
novice students of psychology and 75 experienced students), and three 
factors were  extracted: “Usefulness” (11 items), “Positive science” (6 
items), and “Pseudo science” (4 items). Further analysis showed that the 
usefulness of psychology was estimated much higher in novice students, 
and the positivism of psychology was better recognized in experienced 
students. These results suggest that the learning experience certainly 
promotes understanding of the scientific features of psychology, but the 
novice students may be disappointed with the content of the lectures. It 
is necessary for faculty members to clearly convey the significance of 
learning psychology to the students without weakening their motivation.
Keyword：image for psychology, education of psychology, novice student 
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